
数学 atama+と XC・ZC教材の学習法 

 
I. 前期の授業と atama+ 
 前期の授業では XC、ZC の教材を学びながら関連する atama+ の単元を学習し、入試問題を解くた
めに必要な基本的な知識を身につけます．教材と atama+ の単元の関連は、単元対応表を見て下さい．
きちんと勉強すれば、前期が終了した段階で基礎は固まるはずです．ただし授業時間数の関係で、授業
では扱えないテーマがいくつか生じるため、以下のように対応します． 
 
１．自主学習 
 XC 教材では、自習可能と思われるいくつかのテーマを開講まで、あるいは開講後なるべく早いうち
に atama+ で学習してもらいます．どのテーマをいつまでに学習するのかは、下記の単元対応表を見て
下さい．詳しくは、オリエンテーションでクラス担任が説明します． 

科目 
atama+ 

単元グループ 
atama+ 
単元名 

XC 教材 
対応箇所 

Ⅰ 数と式 
「絶対値のついた１次方程式・不等式」まで [4-1][4-3]～[4-5] 

「集合」から「対偶と背理法」まで [4-6] 

Ⅰ ２次関数 「２次関数のグラフの頂点と平行移動」まで [4-1]基本事項 5 

Ａ 図形の性質 「三角形の垂心」まで [4-7]基本事項 1，4 

Ⅱ 式と証明 
「３次式の展開公式」「３次式の因数分解」
「整式の割り算」「分数式の計算」「恒等式」 

[4-1][4-2] 

Ⅱ 複素数と方程式 「２次方程式の解の公式と判別式」まで 
[1-4]基本事項 1～6，
例題１ 

 
２．夏休みの課題 
 XC、ZC 教材ともに「夏休みの課題」があります．具体的な内容は XC、ZC の教材と下記の単元対
応表を見て下さい．これらは後期の授業を理解する上で必要となるテーマです．後期開講までに 
atama+ で学習しておきましょう． 
 尚、atama+ の単元で、発展的な内容を扱っているものの一部は後期の授業に回しました。後期教材
の配布時に改めて確認して下さい． 
＜数学 XC＞ 

科目 
atama+ 

単元グループ 
atama+ 
単元名 

XC 教材 
対応箇所 

Ⅰ データの分析 すべて [4-9] 

A 図形の性質 「メネラウスの定理」から最後まで [4-7]残りと[4-8] 

 
 



＜数学 ZC＞ 

科目 atama+単元 
グループ atama+単元名 ZC 教材 

対応箇所 

Ⅲ 式と曲線(媒介変
数表示と極座標) ２次曲線の媒介変数表示 ２次曲線の媒介変数表

示 

Ⅲ 式と曲線(媒介変
数表示と極座標) 極座標，極方程式 極座標と極方程式 

Ⅲ 極限(関数の極
限) 関数の連続性 関数の連続性 

Ⅲ 

微分法(速度と加
速度) 

直線上の点の速度と加速度[+++]，平面上の点
の速度と加速度[+++] 

速度，加速度，道のり 積分法(曲線の長
さ・速度と道の
り) 

速度と道のり[+++] 

 
 
II．毎日の学習と atama+の利用 
 
１．予習 
 授業で扱う項目について前日までに予習をします．別紙の単元対応表で指定された atama+の単元の
「講義」と「演習」のうち，予習では「講義」を学習して下さい．「講義」の動画を見て、XC，ZC 教
材の基本事項を確認します．また、例題を通して基本事項の使い方を理解します．授業では基本事項を
説明する時間は十分には取れません．予習の段階で出来るだけ理解しておいて下さい．授業で扱う
XC、ZC 教材の演習問題は、半分が基本事項の確認、もう半分はその応用・発展です.予習の段階で出
来る範囲でかまいませんから解いてみて、どこまで解けるのか、どこから解けなくなるのかをはっきり
させた上で授業に臨んで下さい．  
 
２．授業 
 ２時間続きの授業のうち，1 時間目が atama+を用いた計算練習の時間となります．別紙の単元対応表
で指定された atama+の単元の「演習」を各自で解いてください．間違えたときにどこで間違えたのか
わかるように、必ず計算や考え方の過程を紙に書いて解きましょう． 
 2時間目は駿台講師による講義です． XC、ZC 教材の演習問題を扱います．予習の段階で解けなか
った問題は特に注意して聞きましょう．また、疑問点などを後で質問するためにも、講師の板書や説明
はしっかりノートに取っておいて下さい． 
 
３．復習 
 授業で扱った XC、ZC 教材の演習問題をもう一度、解き直します．何も見ないで解けるようになる
まで、繰り返し紙に書いて解いて下さい．また、atama+ の「演習」が終わっていない場合は、復習の
段階で終わりにしておいて下さい． 
 余力のある人は、参考書や問題集などで、よりレベルの高い問題にチャレンジするのもよいでしょ
う． 



【前期 数学XC atama+学習単元対応表】

Part１ Part２ Part３
週 科⽬

atama+
単元グループ atama+単元名

XC教材
対応箇所 週 科⽬

atama+
単元グループ atama+単元名

XC教材
対応箇所 週 科⽬

atama+
単元グループ atama+単元名

XC教材
対応箇所

平⽅完成とグラフ １，３ 1 Ⅱ 式と証明 不等式_相加平均・相乗平均 １，２ 集合の要素と個数，数え上げの原則，順列 1，３

２次関数の決定 2 2 Ⅰ 図形と計量
三⾓⽐の定義，三⾓⽐の計算，三⾓⽐の拡張，
三⾓⽐の相互関係 １，２，３ 重複順列 2

２次関数の最⼤・最⼩，区間に⽂字を含む関数
の最⼤・最⼩ 1 正弦定理，余弦定理 1 円順列 4

⽂字を含む２次関数の最⼤・最⼩ 2 三⾓形の⾯積，⼀般⾓・弧度法（数Ⅱ） 2 同じものを含む順列，組合せ 1

２次関数と２次⽅程式，２次不等式の解法 1 円に内接する四⾓形(数Ⅰ) 3 組分け 2

２次関数の⽅程式への応⽤ 2 ⼀般⾓の三⾓関数の定義，三⾓関数の相互関係 1 Ⅱ 式と証明 ⼆項定理 3

２次⽅程式の解と係数の関係 １，２
三⾓関数の性質，三⾓関数のグラフ，三⾓関数
を含む⽅程式，三⾓関数を含む不等式 ２，３ 事象と確率 1

解と係数から対称式の計算，２数を解とする２
次⽅程式 3

cosの加法定理，sinの加法定理，２倍⾓の公
式，半⾓の公式，三⾓関数の合成 1 確率の基本性質・排反事象と余事象 2

剰余の定理 1 三⾓関数の最⼤・最⼩ 2 独⽴な試⾏の確率，反復試⾏の確率 1

因数定理，⾼次⽅程式 2 tanの加法定理 3 条件付き確率 2

平⾯上の内分点，外分点，直線の⽅程式，２直
線の関係 1 指数法則・０や負の数の指数，累乗根 1

約数と倍数，素数と素因数分解，倍数の⾒分け
⽅ 1

円の⽅程式 2
指数関数のグラフ，累乗根の⼤⼩，指数・対数
の⼤⼩ 2 最⼤公約数と最⼩公倍数 2

点と直線の距離，円と直線の位置関係 3 指数⽅程式・不等式 3 ⽅程式の整数解 3

軌跡 1
対数の定義，対数の性質と計算，底の変換公
式，対数の性質の応⽤ 1 ユークリッドの互除法，１次不定⽅程式 1

不等式と領域，領域と最⼤・最⼩ 2 対数関数のグラフ，対数関数の⽅程式・不等式 2 ｎ進法 2

微分係数，導関数 1 ⾃然数の桁数 3
等差数列，等差数列の和，等差数列の応⽤，等
⽐数列，等⽐数列の和，等⽐数列の応⽤， 1

接線の⽅程式 2
ベクトルの定義と和，ベクトルの差・実数倍・
分解 1 ∑の定義と和の公式，⼀般項と∑の計算 ２，３

３次関数の極値，関数のグラフと最⼤・最⼩ 3
ベクトルの成分表⽰，ベクトルの内積，内積の
成分計算，三⾓形の⾯積公式 2 階差数列と⼀般項 １（１）

微分法の⽅程式への応⽤ 1 内積の計算_⼤きさの２乗の展開 3 数列の和の求め⽅，数列の和の求め⽅の応⽤ １（２），２

微分法の不等式への応⽤ 2
分点公式，交点の位置ベクトル，直線のベクト
ル⽅程式 1 和と⼀般項 1

不定積分，定積分の計算，絶対値のついた積分 １，２ ベクトルの垂直条件 2 群数列 2

定積分で定義される関数 3 ベクトルが表す図形と領域 例題３ 等差数列・等⽐数列の漸化式，階差型の漸化式 １（１）

11 Ⅱ 整式の積分法 定積分と⾯積，囲む⾯積，定積分の⾯積公式 １，２ 空間ベクトル，空間図形とベクトル 1 定数係数の２項間漸化式 １（２），２

空間ベクトルと内積，空間座標と空間ベクトル
の成分 2 公差・公⽐を利⽤する２項間漸化式 １（３）

(注)　
空間における直線 1 11 B 数列 数学的帰納法 １，２

球⾯の⽅程式，球⾯と直線の交点 2

整式の積分法Ⅱ10

7

11 B 空間ベクトル

8 B 平⾯ベクトル

atama+項目の太字のものは，授業に直結した項目です．それ以外は授業に関連す
る項目で，比較的簡単なものが多いのですが発展的なものもあります．標準的に

は太字項目の学習から始めます．基本を確認したいときには他の項目から始めて

もかまいません．

B 数列

10 B 数列

8 B 数列

9 B 数列

整数の性質

6 A 整数の性質

3 A 場合の数と確率

4 A 場合の数と確率

1 A

6 Ⅱ 指数と対数

3 Ⅰ

5 Ⅱ 三⾓関数

A

5 A

場合の数と確率

9 B 平⾯ベクトル

10 B 空間ベクトル

7 Ⅱ 指数と対数

図形と計量

4 Ⅱ 三⾓関数

2
場合の数と確率

6

Ⅱ 整式の微分法

7 Ⅱ 図形と⽅程式

8 Ⅱ 整式の微分法

9

Ⅱ 図形と⽅程式

1 Ⅰ ２次関数

2 Ⅰ ２次関数

4 Ⅱ ⾼次⽅程式

5

Ⅰ ２次関数3

Ⅱ ⾼次⽅程式



【前期 数学ZC atama+学習単元対応表】

Part１ Part２

週 科⽬
atama+単元

グループ
atama+単元名

ZC教材
対応箇所

週 科⽬
atama+単元

グループ
atama+単元名

ZC教材
対応箇所

1 Ⅲ 極限(数列の極限) 数列の収束と発散，無限等⽐数列 数列の極限 1 Ⅲ
関数（いろいろな関

数）
分数関数，無理関数，逆関数，合成関数 いろいろな関数

2 Ⅲ 極限(数列の極限) 無限級数，無限等⽐級数 無限級数 2 Ⅲ 式と曲線(2次曲線) 楕円，双曲線 楕円、双曲線

3 Ⅲ 極限(関数の極限) 関数の極限(xが有限），関数の極限(xが無限） 関数の極限 3 Ⅲ 式と曲線(2次曲線) 放物線（2次曲線），2次曲線と平⾏移動
放物線、２次曲線の平
⾏移動

微分法（微分法の計
算）

微分係数と導関数，微分係数の応⽤，積の微分，商の
微分

4 Ⅲ
複素数平⾯(複素数平⾯

と極形式)
複素数の和，差，実数倍，複素数の共役と絶対値 複素数平⾯

微分法（いろいろな関
数の微分）

合成関数の微分，第ｎ次導関数
複素数平⾯(複素数平⾯

と極形式)
極形式，極形式による複素数の積と商

極限(関数の極限) 三⾓関数と極限
複素数平⾯(ド・モアブ

ルの定理)
ド・モアブルの定理，n乗根

微分法（いろいろな関
数の微分）

三⾓関数の微分
複素数平⾯(複素数平⾯

と図形)
複素数平⾯と三⾓形の形状

極限(関数の極限) eと極限 6 Ⅲ
複素数平⾯(複素数平⾯

と極形式)
原点を中⼼とする回転 複素数平⾯と図形(1)

微分法（いろいろな関
数の微分）

対数関数の微分，指数関数の微分 7 Ⅲ
複素数平⾯(複素数平⾯

と図形)
線分の内分，外分，円と直線 複素数平⾯と図形(2)

積分法（不定積分） 不定積分（数Ⅲ） 8 Ⅲ 微分法(微分法の応⽤)
接線と法線，関数の増減，関数の極⼤・極⼩，曲線の
凹凸，関数の最⼤・最⼩

微分法の応⽤

積分法（定積分） 定積分（数Ⅲ） 9 Ⅲ
積分法(定積分と⾯積・

体積)
定積分と⾯積(数III)，いろいろな図形の⾯積，定積分
と体積(数III)，回転体の体積

⾯積、体積

積分法（不定積分） 不定積分の置換積分法
微分法（いろいろな関

数の微分）
媒介変数表⽰と導関数[+++]

積分法（定積分） 定積分の置換積分法
積分法（定積分と⾯

積・体積）
媒介変数表⽰と⾯積[+++]

積分法（不定積分） 不定積分の部分積分法
積分法（曲線の⻑さ・

速度と道のり）
曲線の⻑さ

積分法（定積分）
定積分の部分積分法，式変形と部分積分法，部分積分
法を２回⽤いる計算[+++]

微分法（いろいろな関
数の微分）

陰関数の微分[+++]

10 Ⅲ
積分法（定積分の応

⽤）
定積分で定義された関数，区分求積法，定積分と不等
式

定積分で表された関
数、区分求積法

式と曲線(2次曲線)
放物線と直線（2次曲線），楕円と直線，双曲線と直
線

11 Ⅲ
積分法（定積分の応

⽤）
絶対値の積分，絶対値の積分の応⽤

絶対値のついた関数の
積分、定積分と不等式

極形式とド·モアブルの
定理

9 Ⅲ 部分積分

4 Ⅲ
導関数の定義と微分の
計算

7 Ⅲ 不定積分、定積分

媒介変数表⽰された曲
線、 曲線の⻑さ

曲線の⽅程式の微分と
２次曲線の接線

Ⅲ5

11 Ⅲ

Ⅲ

8 Ⅲ 置換積分

5 Ⅲ

6 Ⅲ
指数・対数関数の極限
と微分

三⾓関数の極限と微分

10

最新版の単元表は以下URLよりご確認ください
https://contents.lms.sundai-edfu.com/downloads.html
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